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高
松
塚
古
墳
の
美
人
画
の

彩
色
に
も
使
わ
れ
た
と
さ
れ

る
顔
料
「
ベ
ン
ガ
ラ
」。
江

戸
時
代
、
そ
の
製
造
か
ら
始

ま
っ
た
戸
田
工
業
の
歴
史
は
、

社
会
の
発
展
の
歴
史
と
も
重

な
る
。
顔
料
だ
っ
た
酸
化
鉄

は
、
技
術
の
進
歩
で
様
々
な

機
能
を
持
ち
、
開
発
者
た
ち

の
想
定
を
も
超
え
て
用
途
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

寳
來
茂
社
長
は
「
酸
化
鉄

は
奥
が
深
い
。
あ
る
程
度
社

会
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
て

い
る
が
、
10
年
後
、
私
も
含

め
て
誰
も
想
像
し
な
い
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
可
能
性
も

十
分
あ
る
」
と
語
る
。

　

テ
レ
ビ
の
時
代
に
は
ブ
ラ

ウ
ン
管
の
後
ろ
で
電
子
線
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
部
品
に

な
っ
た
。
１
９
９
０
年
代
に

花
形
事
業
と
な
っ
た
音
楽
と

ビ
デ
オ
の
テ
ー
プ
は
、
酸
化

鉄
の
粉
末
が
記
録
材
料
だ
。

戸
田
工
業
は
最
盛
期
、
テ
ー

プ
に
塗
ら
れ
る
粉
末
の
世
界

シ
ェ
ア
６
割
を
握
っ
た
。

　

新
幹
線
な
ど
の
切
符
裏
の

磁
気
部
分
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
の

機
能
を
高
め
る
部
品
、
複
合

機
の
印
刷
に
必
要
な
素
材
も

酸
化
鉄
で
で
き
て
い
る
。

　

転
機
は
公
害
だ
っ
た
。

１
９
５
０
年
代
後
半
、
酸
化

鉄
の
製
造
過
程
で
出
る
亜
硫

酸
ガ
ス
の
大
気
汚
染
が
問
題

に
。
大
学
と
協
力
し
て
開
発

し
た
の
が
、
ガ
ス
を
生
ま
ず

に
化
学
反
応
で
酸
化
鉄
を
製

造
す
る
技
術
、
湿
式
法
だ
っ

た
。
粒
度
や
純
度
を
細
か
く

調
整
す
る
こ
と
が
で
き
、
後

に
様
々
な
機
能
の
酸
化
鉄
を

つ
く
る
礎
に
な
っ
た
。

　

い
ま
力
を
入
れ
る
の
は
金

属
に
つ
け
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
タ
グ
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を

読
み
取
っ
た
り
書
き
込
ん
だ

り
で
き
る
米
粒
ほ
ど
の
部
品

だ
。
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
だ
け

で
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
が
埋
め
込
ま

れ
た
機
器
の
説
明
書
が
ス
マ

ホ
に
表
示
さ
れ
た
り
、
機
器

が
自
分
用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

さ
れ
た
設
定
に
な
っ
た
り
。

「
人
間
に
と
っ
て
楽
す
る
こ
と

が
全
て
良
い
こ
と
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
」。
苦
笑

し
な
が
ら
、
そ
ん
な
未
来
を

想
像
す
る
。

戸田工業 社長

寳
たから

來
ぎ

　茂
しげる

さん（54歳）

戸田工業の寳來茂社長。主力商品のフェライト（磁性を帯びた酸化鉄）はプリンターなどにも使われる＝広島市南区

　時は江戸時代。米国ペリーの黒船が浦賀沖に来航す
る30 年前。戸田生三氏が岡山県でベンガラの製造を
始めた。ベンガラは当時、建築の塗料や番傘の着色に
使われた酸化鉄。それから約 200 年。顔料だった酸
化鉄は、ビデオテープの記録材料やスマートフォンの部
品に進化し、戸田工業はそのトップメーカーとなった。

︵
木
村
和
規
＝
２
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

〈プロフィール〉大阪府出身。京都大学工学部卒。１９８４年に戸田工業に入社。
大竹事業所長や韓国の関連会社ＴＯＤＡ ＩＳＵ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ代
表理事などを経て、今年６月から社長。

Vol.12

時
代
の
先
読
む
２
０
０
年
企
業

無
限
の
機
能 

酸
化
鉄
と
未
来
へ

広島市南区京橋町1-23
1823 年（1933 年会社設立）
316 億4500万円（2014 年 3月期）
932 人（同）

〈本　　社〉
〈創　　業〉
〈売 上 高〉
〈従 業 員〉

《会社概要》
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―
―
６
月
に
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
抱
負
は
。 

　

オ
ー
ナ
ー
家
の
社
長
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
長
く
や
っ

て
き
た
会
社
で
す
が
、
私
に

と
っ
て
は
新
入
社
員
で
入
っ

て
30
年
以
上
い
る
会
社
。
同

じ
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ト
ッ
プ
に
言
わ
れ
た
人

が
個
々
に
動
く
の
で
は
な
く
、

組
織
と
し
て
機
能
で
き
る
よ

う
に
旗
振
り
が
で
き
た
ら
い

い
。
み
ん
な
が
会
社
を
意
識

し
て
考
え
て
、
動
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
―
酸
化
鉄
は
、
ベ
ン
ガ

ラ
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
使

わ
れ
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
す
べ
て
に
は
社
会

の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。
一
番
最

初
は
、
良
い
赤
を
着
色
す
る

も
の
が
欲
し
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
。あ
そ
こ
に
塗
り
た
い
と
か
、

全
然
色
あ
せ
な
い
の
が
欲
し

い
と
か
。
そ
れ
が
発
端
で
す
。

　

そ
の
後
も
、
テ
レ
ビ
の
時

代
が
来
て
こ
の
部
品
に
安
く

て
良
い
酸
化
鉄
が
必
要
だ
と

な
り
、
た
く
さ
ん
供
給
し
た
。

テ
レ
ビ
に
こ
ん
な
酸
化
鉄
を

つ
か
っ
た
ら
ど
う
か
と
宣
伝

し
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。

準
備
し
て
き
た
も
の
が
、
そ

う
い
う
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
、

結
果
的
に
商
品
に
な
る
わ
け

で
す
。

　

―
―
一
つ
の
物
質
を
進
化

さ
せ
る
手
法
は
多
角
化
経
営

の
逆
を
行
く
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。

　

で
も
我
々
も
事
業
領
域
を

広
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
多

角
化
を
し
て
い
る
の
で
す
。

昔
は
素
材
を
部
品
屋
に
売
る

だ
け
だ
っ
た
も
の
が
、
自
ら

加
工
し
て
部
品
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

の
材
料
と
、
ト
ナ
ー
に
使
わ

れ
る
材
料
は
、
作
り
方
も
全

然
違
い
ま
す
か
ら
。

　

汎
用
（
は
ん
よ
う
）

性
の
あ
る
大

き
な
製

品
が

あ
っ
て
、
も
う
け
続
け
る
仕

組
み
や
シ
ェ
ア
が
あ
れ
ば
、

新
し
い
こ
と
を
や
る
と
き
に

全
然
違
う
こ
と
を
や
ろ
う
と

す
る
で
し
ょ
う
。
全
く
違
う

分
野
の
会
社
の
買
収
と
か
。

で
も
我
々
に
は
そ
う
い
う
製

品
は
あ
ま
り
な
い
。
顔
料
だ
っ

て
昔
は
高
価
で
し
た
が
、
い

ま
は
す
ご
く
安
く
な
い
と
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
。
す
る
と

違
う
も
の
を
開
発
し
な
く
て

は
、
と
な
る
。
そ
れ
で
、
い

ま
の
形
に
な
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

―
―
想
定
し
た
使
い
道

が
、
時
代
の
進
歩
で
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
ね
。

　

例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
は
当

初
は
専
用
の
読
み
取
り
機
の

使
用
を
考
え
た
。
い
ま
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
で
き
る
。

だ
か
ら
こ
そ
の
新
し
い
使
い

道
も
あ
る
は
ず
。

　

26
、
27
年
前
、
私
が
入
社

し
て
し
ば
ら
く
た
っ
て
や
り

始
め
た
研
究
は
、
20
年
近
く

か
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
ま

し
た
。
可
能
性
は
無
限

に
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
限
ら
れ
た
経

営
資
源
で
何
を
し

つ
こ
く
追
い
か

け
る
か
選
ぶ
の

は
難
し
い
。
例

え
ば
、
や
っ
た

ら
面
白
い
も
の

が
１
０
０
あ
っ

て
も
、
限
ら
れ

た
人
数
や
資
金

で
は
全
部
は
で

き
な
い
。
先
を

読
ん
で
選
ぶ
難

し
さ
は
あ
り
ま
す
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

正
極
材
の
事
業
は
、
ド
イ
ツ

の
企
業
と
合
弁
で
や
る
べ
く

交
渉
中
で
す
。
我
々
だ
け
で

ま
か
な
え
る
規
模
や
や
り
方

で
は
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
う
判
断
し

た
結
果
で
す
。

　

―
―
好
き
な
本
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。　

　
「
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
カ
ン
パ

ニ
ー
」
は
出
た
こ
ろ
に
読
み

ま
し
た
。
大
き
な
車
輪
を
一

生
懸
命
押
し
て
い
く
う
ち
に

だ
ん
だ
ん
回
り
出
し
て
、
そ

の
う
ち
止
ま
ら
な
く
な
る
と

か
、
研
究
と
似
て
い
る
な
と
。

や
め
た
ら
、
本
当
に
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

　

最
初
か
ら
結
果
が
保
証
さ

れ
た
仕
事
は
な
く
て
、
や
り

遂
げ
れ
ば
何
ら
か
の
形
に
な

る
。
い
ま
や
っ
て
い
る
こ
と

は
10
年
後
の
会
社
の
た
め
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
早

く
会
社
の
た
め
に
な
れ
ば
い

い
の
で
す
が
、
手
っ
取
り
早

く
も
う
か
る
よ
う
な
仕
事
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

幅広い用途を持つ戸田工業の製品。（上から）いろいろな機能を持つ様々な酸化鉄、
ＩＣタグ、スマホなどに使われるフェライトシート＝広島市南区

「社会の進化、ニーズの変化に合わせて必要とされる素材は
変わる」と話す寳來茂社長＝広島市南区の本社

指先よりもはるかに小さなＩＣタグ

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か
ら

皆
が
考
え
る
組
織
へ

懸
命
に
続
け
る
研
究

視
線
は
10
年
後
の
会
社

顔
料
に
も
Ｉ
Ｔ
に
も

社
会
の
ニ
ー
ズ
で

広
が
る
使
い
道

顔
料
を
作
っ
て
い
た
小
野
田
工
場
の

検
査
室
＝
戸
田
工
業
提
供
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小
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
搭
載　

新
た
な
成
長
の
起
爆
剤
に

４
代
目
デ
ミ
オ
登
場

　

新
型
デ
ミ
オ
で
は
、

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車

に
加
え
、
新
た
に
開
発

し
た
排
気
量
１・５
リ
ッ

ト
ル
の
小
型
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

た
車
を
出
す
。
国
内

メ
ー
カ
ー
が
い
ま
の
環

境
基
準
に
あ
っ
た
小
型

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
出
す

の
は
初
め
て
に
な
る
。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
も
と

も
と
ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ

て
燃
費
が
良
く
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
が
少
な

い
。
日
本
で
は
、
黒
い

な
り
う
る
。

　

こ
れ
で
、
Ｃ
Ｘ–

５
、
ア

テ
ン
ザ
、
ア
ク
セ
ラ
、
デ
ミ

オ
と
四
つ
の「
基
幹
車
種
」で
、

魂
動
デ
ザ
イ
ン
や
ス
カ
イ
ア

ク
テ
ィ
ブ
を
採
用
し
た
「
新

世
代
車
種
」
が
出
そ
ろ
っ
た
。

日
本
で
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
全

体
の
販
売
台
数
も
、
Ｃ
Ｘ–

５

投
入
以
降
は
人
気
が
高
ま
り
、

２
０
１
３
年
は
７
万
６
千
台

と
な
っ
た
。「
新
型
デ
ミ
オ
は
、

マ
ツ
ダ
の
販
売
台
数
を
大
き

く
伸
ば
す
起
爆
剤
に
な
る
」。

小
飼
雅
道
社
長
の
意
気
込
み

は
大
き
い
。

　

来
年
に
発
売
す
る
予
定
の
、

世
界
で
最
も
累
計
販
売
台
数

が
多
い
２
人
乗
り
オ
ー
プ
ン

カ
ー
「
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
」
の

次
期
モ
デ
ル
も
９
月
に
公
開
。

円
安
を
追
い
風
に
業
績
を
好

転
さ
せ
た
マ
ツ
ダ
が
、
い
っ

そ
う
の
成
長
を
目
指
し
て
攻

勢
を
か
け
る
。  （
木
村
和
規
）

排
ガ
ス
や
騒
音
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
が
、
環
境
対
応

や
騒
音
を
抑
え
る
技
術
が
進

み
、
欧
州
で
は
エ
コ
カ
ー
の

一
種
に
数
え
ら
れ
る
。

　
「
と
も
す
れ
ば
小
型
車
に
は
、

そ
こ
そ
こ
の
性
能
で
か
ま
わ

な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
新
型
デ
ミ
オ
で
そ
の
概

念
を
打
ち
破
り
た
い
」。
開
発

を
担
当
し
た
マ
ツ
ダ
の
土
井

歩
主
査
は
語
る
。
燃
費
な
ど

車
の
基
本
性
能
を
上
げ
る
独

自
技
術「
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
」

を
全
面
的
に
採
用
。
特
徴
と

し
て
あ
げ
る
の
は
、
品
質
感
、

走
り
と
燃
費
の
良
さ
、
長
距

離
運
転
で
の
疲
れ
に
く
さ
の

３
点
だ
と
い
う
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
、
Ｃ
Ｘ–

５
以

降
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て

い
る
「
魂
動
（
こ
ど
う
）」。
生

き
物
が
狙
い
を
定
め
て
動
き

出
す
瞬
間
の
姿
の
イ
メ
ー
ジ

だ
。
Ｓ
Ｕ
Ｖ
（
ス
ポ
ー
ツ
用
多

目
的
車
）
や
中
型
車
で
表
現

し
て
き
た
動
き
を
小
型
車
な

り
に
再
構
築
し
た
と
い
う
柳

沢
亮
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、

「
野
生
動
物
が
飛
び
か
か
る
瞬

間
を
表
現
し
た
」と
説
明
す
る
。

シ
ー
ト
に
上
位
ク
ラ
ス
の
ア

テ
ン
ザ
と
同
じ
本
革
を
使
用

す
る
な
ど
高
級
感
も
あ
げ
た
。

　

１・５
リ
ッ
ト
ル
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は
、２・５
リ
ッ

ト
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
車
並
み
の

加
速
性
能
と
い
う
。
ガ
ソ
リ

ン
価
格
が
高
止
ま
り
す
る
中
、

税
金
の
安
い
軽
油
を
使
う
の

も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
追
い
風
に

　

マ
ツ
ダ
が
９
月
、
７
年
ぶ
り
の
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
と
な
る
４
代
目
の
デ
ミ
オ
を
発
表
し
た
。
こ
れ

ま
で
Ｃ
Ｘ–
５
や
ア
テ
ン
ザ
、
ア
ク
セ
ラ
に
搭
載
し

好
評
だ
っ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
だ
タ
イ

プ
も
用
意
。
同
社
で
最
も
販
売
台
数
の
多
い
デ
ミ
オ

で
、
顧
客
基
盤
を
拡
大
し
た
い
考
え
だ
。

マツダの小飼雅道社長はデミオへの期待を語った
＝９月、東京都港区、鬼室黎撮影

車
体
前
方
の
赤
い
ラ
イ
ン
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
印

＝
９
月
、
東
京
都
港
区

デ
ミ
オ
の
発
表
会
場
に
は
新
し
く
開
発
さ
れ
た
小
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
も

展
示
さ
れ
た
＝
９
月
、
東
京
都
港
区

新型デミオの開発を担当した土井歩主査＝府中町
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三井ホーム中国支店
薔 0120-024-031　　　　　　　　　　　　　　　

イオンシネマ広島
☎（082）261-1310　　　　　　　　　　　　　　　

相続税・贈与税対策セミナー
三井ホーム中国支店

イオンシネマ広島で
親子で楽しめる映画を上映

三原市の特産品
「三原タコ」のレシピ本を発売

　広島県の活性化活動などを行う悪女時代が、広島城おもてな
し隊・恋水姫（こいみずき）として、広島城内堀を活用した遊覧船・
櫂伝馬（かいでんま）で PR 活動を行う。乗船した人へ城のいろ
いろなスポットやいわれなどを楽しく紹介するボランティア事業
で、10月25・26日と11月の毎週日曜日に運行する。乗船は有料、
1日6 便の運行を予定。この機会に、広島城へ足を運んでみては。
恋水姫のメンバーも募集中、詳しくは facebook で。

　オタフクソースは、「お好
みソース」「焼そばソース」な
どの商品で、容器とキャップ
をリニューアルした。新容器

「スマボ（スマートフクボトル）」
は、握りやすい適度な厚み
は保ちつつも、より冷蔵庫内
で収納しやすいよう容器の
幅がスマートに。新キャップ

「ピタッとキャップ」は、吐
出部にスリット弁（十字に切
り込みを入れたシリコン）を
設置したことで液切れが良く
なり、キャップの汚れを軽減
できるようになった。

　広島修道大学同窓会（事務局・広島市安佐南区大塚東）で
は、11 月 1 日（土）19 時より、リーガロイヤルホテル広島
にて同窓大会を開催する。今回は、第 50 回大会にふさわし
く、大抽選会やイベントが盛りだくさんに。参加者全員に「50
周年記念 DVD」がプレゼントされる。会費は、男性 6,000 円、
女性 5,000 円。ただし 2014 年 3 月卒業生は 3,000 円。

　関西学院大学主催「世界市民フォーラム in 広島『途上国と
私たち　同じ地球に生まれて』」が今月 25 日、ホテル広島ガー
デンパレスで開かれる。経済格差が広がるアジアやアフリカの
貧困問題について、同じ地球に生まれた住人として、パートナー
として何ができるのかを考える。基調講演は株式会社マザーハ
ウス代表の山口絵理子氏。参加無料、事前申し込み制。応募
締め切りは 10 月 17 日（金）必着で、web から応募可能。

　進学スクールヒロシマ塾（広島市安佐南区上安）では、今月
から来年 3 月までの毎週土曜日に高校入試対策の講座（集団
授業）を開催する。安佐南区の被災した生徒は、3 月までの授
業料が全額無料（先着 5 名まで）。また、11 月末までに入塾す
る中学生の生徒は被災した方に限らず、入塾金 3 万円免除お
よび数学・英語の教材を無料で提供する。授業料は月9,000 円。
担当者は「少しでも被災された方の力になれば」と話している。

株式会社ファミリーマート
薔 0120-079-188　　　　　　　　　　　　　　　

オタフクソース株式会社
☎（082）277-7115　　　　　　　　　　　　　　　

ガリバープロダクツ 
☎（082）240-0768　　　　　　　　　　　　　　　

ライズエージェンシー
☎（0829）20-5828　　　　　　　　　　　　　　　

ヒロシマ塾
☎（082）832-8355　　　　　　　　　　　　　　　

広島修道大学同窓会
☎（082）830-1321　　　　　　　　　　　　　　　

朝日新聞社広告局
☎（06）6201-8302　　　　　　　　　　　　　　　

穴吹デザイン専門卒業生の著作
絵本「ぼくのねがいごと」を発売

広島城を楽しく紹介
悪女時代、櫂伝馬でおもてなし

世界市民フォーラム in 広島
「途上国と私たち　同じ地

ほ

球
し

に生まれて」
高校入試対策の講座を開催
進学スクール ヒロシマ塾

第 50 回広島修道大学同窓大会
11月1日に開催

　穴吹デザイン専門学校の卒業生、ほほえみここさんの著作
「ぼくのねがいごと」がガリバープロダクツから発売される。アニ
メーションのプロデュースなどに携わってきた著者の初となる
絵本で、くまの男の子「ぼく」の運命的な出会いと、切ない
初恋の物語。色鮮やかな色彩とやさしいタッチの絵で描かれ
ている。デザイン専門学校卒業生ならではのこだわりが詰まっ
た１冊。全国の書店で、10月24日より発売。1,500 円 （税別）。

「お好みソース」などで
新キャップ・新容器を採用

ぼくのねがいごと
５名様

（11月末までに入塾された方）
入塾金免除＆

数・英教材を無料に

カープブレスレット
各種２名様
（合計６名様）

CD「悪女ネレーション」
２名様

平成26年10月31日（必着）

お好みソース200g
焼きそばソース200g
セットで１２名様

三原市経済部農林水産課農業水産係
☎（0848）67-6077

株式会社　佐伯宝飾
☎（082）925-0829　　　　　　　　　　　　　　　

佐伯宝飾、地元の宝石業界初！
天然石のカープブレス発売

ファミリーマートから
「瀬戸内レモンチーズ蒸しケーキ」

　イオンシネマ広島では、親子で鑑賞できる 2 本の映画を上映。
現在上映中の「ぼくらは動物探検隊」は富士サファリパーク全
面協力のもと、動物の「こんなの見たことない」映像が盛りだ
くさん。18 日（土）より上映の「メアリーと秘密の王国」は、「ア
イス・エイジ」のクリス・ウェッジ監督によるファンタジーアド
ベンチャーで 0 ～ 5 歳は鑑賞料無料。少女メアリーの神秘の
森での冒険を描く。両作ともイオンシネマ独占上映。

　株式会社佐伯宝飾（広島市佐伯区）は、広島東洋カープ公
認のカープブレスを発売している。広島の宝石業界では初のカー
プグッズで、すべて手づくり。素材は天然石のレッドカーネリア
ン・ホワイトオキニス・ローズクォーツを使用し、赤色は「勝利」
を白は「白星」をイメージ。天然石を使いながらも、中学生や
高校生でも購入しやすいよう、1 個 1,900 円（税込）で販売し
ている。購入は各店舗、または WEB で。

　ファミリーマートは、瀬戸内ブランド認定商品「瀬戸内レモ
ンチーズ蒸しケーキ」を販売している。ふんわりとした食感の
チーズ蒸しケーキで、瀬戸内産レモン果汁を使用したソースを
サンド。パッケージには瀬戸内ブランドのロゴがデザインされ
ている。中国・四国地方のファミリーマート店舗約 860 店で
取り扱っており、価格は 130 円（税込）。同社では、昨年 1月
より瀬戸内産食材を使用した商品を継続的に発売している。

※公務員試験・宅健・行
政書士試験・FP 試験対策
への入塾金も免除します

　三原市の特産品、三原タ
コを使ったレシピ本「三原タ
コのおいしいレシピ 70」が
県内書店などで発売中だ。
三原タコは、豊かな食感と軟
らかく自然な甘さ、ギュッと
詰まったうま味が特徴。本
書では、タコ料理をよりおい
しく仕上げる下ごしらえやコ
ツとともに 70 のレシピを紹
介、定番の「たこ飯」をはじ
め、「リゾット」や「パスタ」
などレシピの幅が広がる１冊
となっている。監修は広島市
出身の藤田千鶴さんら。918
円（税込）。

三原タコのおいしいレシピ70
５名様

　
　平成 27 年 1 月 1 日からの税制改正は、相続基礎控除額が
引き下げになっており、所有不動産の地域によっては、相続税の
課税対象になる人が大幅に増えると言われている。三井ホーム中
国支店（広島市中区中町）では、相続や贈与、資産運用など
について専門家が開設するセミナーを、10 月 19 日（日）13 時
より同社セミナールームで開催する。参加費無料。事前予約制。
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み
な
さ
ん
は
契
約
書
に

サ
イ
ン
す
る
時
、
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
場
合
、
ど
こ

の
裁
判
所
で
審
理
す
る
こ

と
に
な
る
か
意
識
し
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

民
事
裁
判
の
第
一
審
の

審
理
は
、
簡
易
裁
判
所
や

地
方
裁
判
所
が
担
当
し
ま

す
が
、
問
題
は
、
ど
こ
の

簡
易
裁
判
所
や
地
方
裁
判

所
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

　

中
国
四
国
農
政
局
広
島

地
域
セ
ン
タ
ー
は
農
林
水

産
省
の
出
先
機
関
で
、
役

割
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
「
農
業
生
産
・

経
営
の
支
援
」「
食
品
産

業
の
振
興
」「
食
の
安
全

と
食
に
対
す
る
信
頼
確

保
」
等
の
農
林
水
産
施
策

を
現
場
で
展
開
す
る
こ

と
、
も
う
一
つ
は
統
計
調

査
の
実
施
と
地
域
情
報
や

　

前
回
“
長
引
く
咳
”
の

「
性
状
」
を
述
べ
ま
し
た

が
、
今
回
は
「
診
断
」
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

咳
の
原
因
に
は
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
強

弱
、
時
間
帯
、
痰
な
ど
の

咳
症
状
に
違
い
が
あ
る
か

と
い
う
と
、
あ
る
程
度
は

あ
る
が
原
因
を
鑑
別
で
き

る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
、

　

就
活
生
の
中
に
は
地
元

企
業
を
志
望
す
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な

情
報
収
集
を
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
合
同
企
業
説

明
会
の
申
込
み
や
企
業
エ

ン
ト
リ
ー
な
ど
は
就
活
サ

イ
ト
を
利
用
す
る
人
が
多

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

大
手
サ
イ
ト
の
情
報
だ
け

で
は
地
元
企
業
の
採
用
情

る
か
と
い
う
点
で
す
。

　

契
約
し
た
時
は
近
く
に

住
ん
で
い
た
者
同
士
で

も
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

時
に
は
、
ど
ち
ら
か
が
遠

方
に
引
っ
越
し
て
い
た
な

ど
と
い
う
こ
と
は
珍
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

遠
方
の
裁
判
所
で
し
か

審
理
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
と
、
出
頭
時
間
や
交
通

費
が
か
か
り
ま
す
し
、
弁

護
士
を
頼
ん
だ
と
し
て

も
、
弁
護
士
に
支
払
う
実

費
が
多
く
か
か
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
合
意

管
轄
で
す
。
裁
判
の
管
轄

は
、
一
定
の
条
件
を
満
た

施
策
に
対
す
る
意
見
・
要

望
等
の
収
集
に
よ
り
地
域

に
お
け
る
農
林
水
産
業
の

実
態
を
上
部
機
関
へ
報
告

し
、
そ
れ
を
各
種
農
林
水

産
行
政
の
企
画
立
案
に
資

す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
農
林
漁

業
者
（
新
規
参
入
、
女
子

等
）
の
活
躍
、
特
産
品
の

開
発
、
異
業
種
と
の
連
携

等
の
素
晴
ら
し
い
取
組
事

例
を
中
央
か
ら
広
く
発
信

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
そ

の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
こ

と
も
重
要
な
役
割
で
す
。

　

我
々
職
員
は
日
々
、
経

営
所
得
安
定
対
策
や
六
次

産
業
化
事
業
の
普
及
・
推

進
、
食
育
に
関
す
る
イ
ベ

と
い
う
表
現
が
適
切
な
と

こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
検

査
が
必
要
と
な
る
わ
け
で

す
。
少
し
難
し
い
話
に
な

り
ま
す
が
、
咳
の
原
因
と

し
て
、
好
酸
球
性
の
気
道

炎
症
な
の
か
好
中
球
性
の

気
道
炎
症
な
の
か
（
好
酸

球
・
好
中
球
は
白
血
球
の

な
か
の
分
類
）、あ
る
い
は
、

気
道
炎
症
と
は
無
関
係
な

の
か
、
ま
た
、
空
気
の
通

り
具
合
は
ど
う
な
の
か
、

さ
ら
に
、
肺
が
ん
や
肺
結

核
な
ど
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

で
異
常
が
あ
る
の
か
、
と

い
う
鑑
別
が
検
査
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
こ
の

目
的
の
た
め
、
呼
気
一
酸

化
窒
素
測
定
、
ス
パ
イ
ロ

報
は
次
第
に
少
な
く
な
っ

て
き
ま
す
。
実
は
も
っ
と

身
近
な
と
こ
ろ
に
情
報
は

あ
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
大
学
内
の

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や
就

職
課
の
採
用
情
報
で
す
。

就
活
サ
イ
ト
に
は
な
い
企

業
は
多
い
で
す
ね
。
卒
業

生
が
頑
張
っ
て
働
い
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ま

た
同
じ
大
学
か
ら
採
用
し

た
い
と
考
え
て
い
た
り
、

地
元
に
本
社
が
あ
る
企
業

な
の
で
、
ぜ
ひ
地
元
の
学

生
を
採
用
し
た
い
と
考
え

て
募
集
し
て
い
た
り
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
合
同
企
業
説
明

会
や
企
業
説
明
会
の
開
催

ン
ト
や
講
演
、
食
品
表
示

に
係
る
監
視
・
指
導
、
農

林
漁
家
等
の
経
営
内
容
や

農
林
水
産
物
の
生
産
・
流

通
等
に
関
す
る
統
計
調
査

の
実
施
等
の
た
め
に
現
場

に
出
か
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
意
見
・
要
望

や
広
島
県
な
ら
で
は
の
地

域
の
情
報
等
を
提
供
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

メ
ト
リ
ー
、
イ
ン
パ
ル
ス

オ
シ
ロ
メ
ト
リ
ー
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
、
血
液
検
査
、

ま
た
、
必
要
が
あ
れ
ば
痰

の
検
査
を
組
み
合
わ
せ
て

咳
の
原
因
を
考
え
て
い
く

わ
け
で
す
。
こ
れ
ら
の
検

査
の
詳
細
は
割
愛
し
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
検
査
を

行
い
問
診
と
あ
わ
せ
て“
長

引
く
咳
”
の
原
因
に
迫
り
、

可
能
性
の
最
も
高
い
原
因

に
対
す
る
治
療
を
行
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

情
報
に
も
注
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。「
合
説
の
参

加
企
業
の
中
に
興
味
あ
る

企
業
が
な
い
か
ら
行
か
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞

き
ま
す
。
企
業
に
よ
っ
て

は
仕
事
の
内
容
以
外
に
、

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
の

話
を
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
知
ら
な
い

企
業
の
説
明
も
聞
い
て
み

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
新

た
な
視
点
か
ら
企
業
を
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

裁判管轄
遠方にご注意

長引く咳にご用心
−診断・検査

現場と農政を
むすぶ拠点として

地元企業と出会う
情報収集

キャリアブルーム代表
生咲　菜摘子

医療法人社団 HARG
広島アレルギー呼吸器クリニック　理事長

保澤　総一郎
ひまわり法律事務所　弁護士

藤岡　達麻

中国四国農政局広島地域センター長
平　哲也

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
８
４
年
入
省
。
本
年
４
月
着

任
。
石
川
県
出
身

せ
ば
当
事
者
同
士
で
合
意

で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、

自
分
に
不
利
な
合
意
条
項

が
入
っ
た
契
約
書
に
サ
イ

ン
し
た
場
合
、
相
手
方
が

住
ん
で
い
る
遠
方
の
裁
判

所
で
し
か
裁
判
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
契
約
書

に
サ
イ
ン
す
る
時
に
は
、

不
利
な
合
意
条
項
が
入
っ

て
い
な
い
か
注
意
し
て
見

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
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プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

３
年
目
、
広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ラ
イ
ズ
主
将
・
平
尾
充
庸
選

手
。
陽
気
で
明
る
い
中
に
も

芯
の
強
さ
を
感
じ
る
平
尾
主

将
に
、
今
回
は
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

　

入
団
の
き
っ
か
け
は
、
縁

が
あ
っ
た
大
野
篤
史
ア
シ
ス

タ
ン
ト
コ
ー
チ
か
ら

誘
わ
れ
た
こ
と
。「
正

直
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
活
躍
の
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
中
で
必

要
と
し
て
く
れ
る
方

が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

頑
張
り
た
い
と
思
っ

た
ん
で
す
」。
ま
た
、
佐
古
賢

一
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
も
影
響

を
受
け
た
の
だ
と
か
。「『
日
本

一
の
ガ
ー
ド
に
育
て
て
や
る
』

と
仰
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
こ

で
や
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」。

　

25
歳
の
平
尾
選
手
は
実
は
、

も
う
お
父
さ
ん
。
東
芝
神
奈

川
か
ら
今
夏
、
広
島
に
来
て
、

　

今
年
の
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
一
力
」。
５
人
の
子
ど

も
を
持
つ
気
さ
く
な
「
お
母

さ
ん
」
が
お
店
を
一
人
で
切

り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
兵
庫
県
佐
用
町
で
初
め

て
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
を

始
め
た
老
舗
で
、
こ
の
お
店

で
三
代
目
で
す
。
ず
っ
と
愛

さ
れ
て
き
た
味
を
途
切
ら
せ

た
く
な
い
と
い
う
思
い
で
、

広
島
に
お
店
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
お
店
の
ホ
ル
モ
ン
焼

き
う
ど
ん
に
は
、
３
つ
の
こ

だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
和
牛

ホ
ル
モ
ン
、
佐
用
町
直
送
の

平
麺
、
秘
伝
の
タ
レ
で
す
。

　

和
牛
ホ
ル
モ
ン
は
鮮
度
が

大
切
な
た
め
、
頻
繁
に
仕
入

れ
て
い
ま
す
。
焼
き
う
ど
ん

の
中
に
は
、
大
腸
や
小
腸
、

せ
ん
ま
い
な
ど
数
種
類
の
ホ

ル
モ
ン
が
入
っ
て
お
り
、
サ

ラ
ダ
油
は
一
切
使
用
せ
ず
ホ

ル
モ
ン
の
油
だ
け
で
炒
め
る

た
め
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
味

わ
い
を
楽
し
め
ま
す
。
炒
め

た
ホ
ル
モ
ン
と
た
っ
ぷ
り
の

野
菜
を
佐
用
町
か
ら
取
り
寄

　

主
に
医
療
や
健
康
情
報
を

担
当
し
て
い
ま
す
。「
広
島
総

局
の
保
健
師
」
を
自
任
し
、

良
く
言
え
ば
、
同
僚
や
上
司

の
体
調
を
日
々
、
気
遣
っ
て

い
ま
す
。
実
際
は
睡
眠
時
間

や
食
生
活
、
喫
煙
に
目
を
光

ら
せ
て
い
る
と
い
う
方
が
正

確
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
、
は
ま
っ
て
い
る
の
が

減
塩
料
理
。「
お
い
し
く
な
さ

そ
う
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
ん
な
先
入
観
は

見
事
に
裏
切
ら
れ
ま
す
。

　

広
島
市
在
住
の
料
理
研

究
家
、
黒
田
千
晴
さ
ん
は

２
０
１
２
年
に
呉
市
内
で
開

か
れ
た
「
減
塩
サ
ミ
ッ
ト
」

に
参
加
し
た
の
を
機
に
減
塩

料
理
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
酢
や
レ
モ
ン
、
ス
パ
イ

ス
を
使
い
、
下
準
備
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
少
量
の
塩
で

も
お
い
し
い
料
理
を
考
案
。

料
理
教
室
で
は
「
家
族
に
は

内
緒
で
毎
日
少
し
ず
つ
塩
を

減
ら
す
」「
減
塩
料
理
に
は
新

し
い
名
前
を
つ
け
、
舌
に
そ

う
い
う
味
と
思
わ
せ
る
」な
ど
、

す
ぐ
使
え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
も

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

減
塩
料
理
を
出
す
飲
食
店

も
呉
市
や
広
島
市
を
中
心
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
呉
市
の

高
血
圧
専
門
医
、
日
下
美
穂

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
始
ま
り

ま
し
た
。「
こ
だ
わ
り
の
ヘ
ル

シ
ー
グ
ル
メ
Ｄ
ｉｅ
ｔ
レ
ス

ト
ラ
ン
」（
ｈ
ｔ
ｔｐ
：
／
／

ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈｙ

–

ｌ
ｕ
ｎ

ｃ
ｈ–

ｋｕ
ｒ
ｅ
．ｃ
ｏ
ｍ
／
）

で
自
宅
や
職
場
近
く
の
店
を

探
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

牛
乳
を
使
っ
た
減
塩
料
理

「
乳
和
食
」
も
話
題
で
す
。
か

ぼ
ち
ゃ
の
ミ
ル
ク
煮
を
作
っ

て
み
る
と
、意
外
と
お
い
し
い
。

上
司
に
は
ミ
ル
ク
納
豆
が
好

評
で
し
た
。

　

最
後
に
少
し
だ
け
真
面
目

な
話
を
さ
せ
て
下
さ
い
。
事

故
や
災
害
、
病
気
。
自
分
が

い
つ
最
期
を
迎
え
る
の
か
は

誰
に
も
わ
か
ら
な
い
し
、
死

も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

心
が
け
次
第
で
い
く
つ
か
の

病
気
の
予
防
に
つ
な
げ
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
が
い
な
く
な
っ
た

ら
、
悲
し
ん
で
長
く
苦
し
む

こ
と
に
な
る
人
、
き
っ
と
い

ま
す
よ
ね
。
大
切
な
人
に
そ

ん
な
思
い
を
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少

し
ず
つ
体
に
い
い
こ
と
、
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
子
ど
も
と
住
み
や
す
い
環
境
」

と
感
じ
ら
れ
た
そ
う
。
安
佐

南
区
に
は
、
自
然
も
多
く
施

設
な
ど
も
そ
ろ
っ
て
い
る
の

で
、「
家
族
と
の
び
の
び
過
ご

し
て
い
ま
す
」
と
楽
し
そ
う

で
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、

強
い
チ
ー
ム
は
作
り
た
く
な

い
と
言
い
ま
す
。
そ
の
心
は

「
良
い
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
強
さ
は

後
か
ら
つ
い
て
く
る
も
の
だ

と
思
う
の
で
」。
ま
た
、「
一

生
懸
命
プ
レ
イ
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

共
に
戦
い
、
勝
っ
て
、
被
災

者
の
方
に
も
笑
顔
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
仰
っ
て
い

ま
し
た
。

　

が
ん
ば
れ
！　

平
尾
選
手
。

応
援
し
て
い
ま
す
。              

（
藤
井
聡
美
）

お
い
し
い
減
塩
料
理

あ
り
ま
す
！

初
め
て
の
味
を
体
験

兵
庫
県
佐
用
町
で
生
ま
れ
た

ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん

兵庫佐用ホルモン焼うどん 一力
営業時間／ 11：00 ～ 14：00、
　　　　　 17：30 ～ 21：00
☎（082）256-7138　
定休日：月曜日、第 3 金・土・日曜日
住　所：広島市南区皆実町 4-2-16

朝日新聞広島総局
南　宏美

1989 年 4月4日生まれ・25 歳
178cm ／ 77kg、ポイントガード（PG）
徳島県出身、天理大学卒

平尾 充庸（ひらお あつのぶ）

和牛ホルモン焼きうどん

せ
た
平
麺
と
絡
め
ま
す
。
も
っ

ち
り
と
し
た
麺
と
具
材
が
程

よ
い
食
感
を
競
演
し
ま
す
。

味
の
決
め
手
と
な
る
の
が
、

醤
油
や
味
噌
を
ベ
ー
ス
に
様
々

な
野
菜
や
に
ん
に
く
が
入
っ

た
秘
伝
の
タ
レ
で
す
。「
一
力
」

で
は
、
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん

を
皿
に
盛
ら
ず
、
鉄
板
か
ら

直
接
つ
け
ダ
レ
で
食
し
ま
す
。

　

戦
後
か
ら
の
兵
庫
佐
用
の

食
文
化
を
体
験
で
き
る
「
一

力
」。
新
し
い
味
に
出
会
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ

会場：広島サンプラザホール
10/25踞 17:00 ～　アイシン三河戦
10/26跣 14:00 ～　アイシン三河戦

会場：広島市東区スポーツセンター
11/8踞 17:00 ～　熊本戦
11/9跣 14:00 ～　熊本戦
チケット、絶賛発売中！

広島ドラゴンフライズ
　2013 年発足、広島を
本拠地とした男子プロバ
スケットボールクラブ。佐
古賢一さんを初代ヘッド
コーチに、中四国におけ
る初の参加チームとして
日本トップリーグ NBL（10
月10 日開幕）に挑む。

株式会社広島ドラゴンフライズ　　薊082-297-6825

近日のホームゲーム

第
３
節

第
５
節
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大きく変わる証券会社
お客様に応じて商品提案
ニーサは今後、長期戦に

お客様目線を忘れずに
お店を元気に変える
夢や思いの実現を支援

野村証券福山支店長 カエルカンパニー社長

西
にし

原
はら

　高
たか

三
ぞう

さん（43歳） 岡
おか

崎
ざき

　美
み

紀
き

子
こ

さん（39歳）

大阪府守口市出身。慶応大学文学部卒
業後、1995 年 4 月に入社。松山支店
を振り出しに、本社商品企画課長、小
石川支店長、野村ＨＤ広報部次長などを
経て、今年 4 月から現職。妻と中 1 の
長男、小 5 の長女を東京に残して単身
赴任中。

【プロフィール】
広島市生まれ。広島修道大学商学部卒。
ファミリーレストラン・ガストでの 7 年間
のアルバイトを経て、2002 年に運営会
社の「すかいらーく」に入社。結婚を機
に退社し、07 年にカエルカンパニーを
設立。11 年に株式会社化。同市中区榎
町に事務所を構える。

【プロフィール】

　――証券会社は調子がいいよ
うですね。
　去年はよかったですね。その
後やや落ち込み、4 月から再び
盛り返してきた感じです。（野村
HD は）4 ～ 6 月は前四半期比で、
営業部門は収益が 9％増、税前利
益は 36％プラスになりました。7
～ 9 月もマーケットは比較的堅
調に推移しており、支店でも株
の売買が増えています。
　――今年4月から若手社員の
給料を引き上げたそうですね。
　平均で 2％、月額で 5 千円から
1 万円です。好調だからというだ
けの理由ではなく、消費を刺激し
て日本経済の持続的発展という
好循環を目指したものなのです。
　――今年始まった少額投資非
課税制度（NISA）の話題を最近
あまり聞きませんね。
　ニーサは個人投資家の株式投
信、上場株式などの売買益や分配
金・配当金などが非課税になる制
度です。年間 100 万円まで購入
可能で、非課税期間は 5 年間で
す。ただし専用口座を設ける必
要があるのですが、それが 1 人 1

　――カエルカンパニーとは変
わった社名ですね。
　カエルはチェンジ（変える）の
意味を込めています。元気に変
える、笑顔に変える、考え方を
変える、お店を変える、社会を
変える……。変えることが会社
の理念にぴったりと合っていた
こと、私がカエルのグッズを集
めるのが好きだったこともあり、
この社名にしました。
　――どのような事業をしてい
るのですか？
　飲食店を中心に、接客に関わ
る業種を対象にコンサルタント
をしています。売り上げが上が
らなくて相談があった場合、お
客様目線で何を変えたらいいの
かをアドバイスします。
　お店のプロデュースも手がけ
ています。物件すら決まっていな
くて、ゼロからお店を作っていく
こともあります。依頼された人
からの夢や思いを受け、形にし
ていくのが仕事です。聞いた思
いが強ければ強いほど、どうやっ
て実現させようかと、私自身も
ワクワクします。

口座に限られているため、昨年来、
金融各社が熱心に取り組み、大
きな話題になりました。その短
期戦は一段落した感じで、これ
からは長期戦になると思います。
　――株式会社も大きく変わっ
ているようですね。
　株の売買のイメージが強いの
ですが、投信、投資一任、保険、
債券などの幅広い商品のご案内
から相続ニーズまで、お客様に
応じたご提案ができるようにし
ています。
　――マラソンが趣味とか。
　３年前にフルマラソンに出場
し、走った後の達成感が忘れら
れずはまってしまいました。昨
年の大会では２時間 57 分までタ
イムが縮まりました。今も週３、
４回、芦田川沿いを走っています。
　――福山での生活はいかがで
すか。
　衣食住と職場が近くてとても
便利です。福山ロータリークラブ
にも入っているのですが、異業種
のいろんな方と出会えて、楽し
く交流させていただいています。
　　　　　　　（聞き手・東裕二）

　――起業のきっかけは？
　結婚後はしばらく専業主婦をし
ていましたが、人の役に立つ仕事
がしたいと考え、店舗の調査の仕
事を始めました。半年で約 100 軒
の調査を担当しましたが、3 カ月
後に同じ店を訪ねても指摘した点
が変わっていないことに気づきま
した。改善までかかわりたいと思
い、起業を決めました。
　――仕事で心がけていることは
ありますか？
　とにかく楽しむことです。いろ
んなところにアンテナを張るよ
うにもしています。コンビニでは
よく新商品を見ます。この商品が
なぜ売れるのか、この商品がなぜ
開発されたのかを常に考えるよ
うにしています。
　――息抜きの方法は？
　休みをまとめてとって海外旅
行に行きます。言葉が通じない
ところで全てを忘れ、非日常感
を楽しみます。台湾がすごく好
きです。何を食べても外れがない。
人も温かくていいですね。

　（聞き手・日比真）
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